
- 1 -

平成２７年度 全国学力・学習状況調査の結果について
課取手市教育委員会指導

平成２７年４月２１日（火）に全国学力・学習状況調査が実施されました。
その結果をもとに取手市の児童生徒の傾向を掲載します。

○調査対象 小学校第６学年・中学校第３学年
○調査内容 １ 教科に関する調査（国語，算数・数学，理科）

２ 生活習慣や学習環境に関する調査

１ 教科に関する調査について

○ 学習した漢字を正しく読むこと

○ 目的に応じて文章を読み，取り上げている内容の中心や書き手の考えの中心と

なる事柄を捉えること

○ 登場人物の気持ちの変化を想像しながら音読すること

○ 具体的な事例を挙げて説明する文章を書くこと

文の中における主語を捉えること●
【 】「ぼくの 妹の 誕生日は 五月二日だ。」→正答は「誕生日は」

● 目的や意図に応じ，取材した内容を整理しながら記事を書くこと

● 話の内容に対する聞き方を工夫すること

● 新聞のコラムを読んで，筆者の意図や考えを想定しながら文章全体の構成や

表現の工夫を捉えること

小学校国語

成果がみられるところ

課題がみられるところ
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○ 登場人物の心情や行動に注意して読んだり，登場人物の言動の意味を考えたり

して内容を理解すること

○ スピーチをするときに，相手の反応を踏まえて話すこと

○ 課題を解決するために文章を読み，適切な情報を得ること

○ 文学的な文章を，表現の工夫に注意して読み味わうこと

● 単語の類別について理解すること

【「青い」「青さ」の品詞として適切なもの（「青い」は「形容詞」，「青さ」は「名詞」）

を選ぶ問題】

● 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うこと
【（１ たてこもる ２ たちならぶ ３ たなびく ４ たたずむ）雲の間から，春の光がもれて

いる。→正答は「３」】

● 文章の構成や展開などを踏まえ，根拠を明確にして自分の考えを書くこと

【物語の最後の一文があった方がよいかどうかについて，自分の考えを書く問題】

中学校国語

引用した部分をかぎかっこで

くくることは知っていても，

引用することの意義を十分理解

できていないことによる誤答が

多くみられました。
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成果がみられるところ

課題がみられるところ
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● 複数の資料から適切な情報を得て，自分の考えを具体的に書くこと

語彙を増やし，語感を磨くには，様々なジャンルの本や興味のある新聞記事などを・

読むことが大切です。国語の授業の中では，図書館とも連携し，教材に関連した本を

並行して読み進めるなどの活動を積極的に取り入れています。

・ 目的や意図に応じて読んだり書いたりする力が求められています。日々の授業の中

でも，「何のために読むのか」「誰に向けて書くのか」といった，目的意識や相手意識

を明確にした課題の設定と授業の展開を，さらに充実させていきます。

・ 複数の資料から目的に合った適切な情報を得て考えをもったり，自分の考えを具体

的に書いたりする力が求められています。授業では，目的に合わせて主体的に情報

を探したり，集めた情報について，その真偽や適否を見極めながら整理・分類したり

する活動をさらに充実させます。さらに，それをもとに友達と意見を交流する活動を

積極的に取り入れていきます。

・ 記述式の問題に依然として課題がみられます。授業の中では，児童生徒が見通しを

もって課題に取り組み，自分自身の学びについて振り返る時間を位置づけていま

す。学習の振り返りやキーワードを使ってのまとめを，国語だけでなく各教科で継続

して行っていきます。

今後に向けて
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いくつかの条件がある中で，すべての

条件を十分に満たしていないことでの

誤答が多くみられました。
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○ 異分母の分数の減法や分数を整数でわる除法の答えを求めること

○ 加法における計算の確かめの方法を理解すること

○ 円の性質と二等辺三角形の性質を関連付けて考えること

○ 単位量当たりの大きさを活用して，目的に応じた買物の仕方を選択し，代金を

求めること

● 目的に応じた見積もり方で求めた結果とそれに基づく判断を理解し，その理由を

記述すること

● 位に正しく着目し，四捨五入して千の位までのおよその数にして計算すること

● 長方形の面積を２等分する考えを基に，分割された二つの図形の面積が等しく

なる理由を記述すること

※Ｂ問題 ４ （３）

小学校算数

成果がみられるところ

課題がみられるところ
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○ 連立二元一次方程式について理解し，解を求めること

○ 方程式を解く場面における等式の性質の用い方について理解すること

○ 与えられた投影図から空間図形を読み取ること

○ 多角形の内角の和の性質について理解すること

○ 一次関数の表から，ｘとｙの関係を式で表すこと

中学校数学

成果がみられるところ

どれも実際の数より，

小さく見積もっています。

だから実際の数の和は，

7０００個以上です。

『実際の数より小さく見積もった』

という根拠が記述されていない答が

多くみられました。

理由の記述には，根拠を過不足な

く記述することが求められます。
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● 与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理すること

● さいころを多数回投げる結果から得られる確率の意味を理解すること

● 整数の性質が成り立つ理由を，構想を立てて説明すること

● 定められた長さ分だけ平行移動した三角形をかくこと

● 文字を用いた式で数量の関係を説明するための構想を理解すること

※Ｂ問題 １ （１）

課題がみられるところ

たくさんの情報から，必要

な情報（投影距離，高さ）を

選択して，立式します。

必要な情報が選択できれば，

比例の式 ： ｙ＝aｘに値を代入し
て比例定数を求め，比例の式を

求めることができます。
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・実生活の場面での問題について，目的に応じた見積もり方を選択し，概算した結果と

目的を関連付けて判断できることが大切です。判断したことの根拠を説明できる場

面を授業の展開に取り入れていきます。

・根拠が不足した説明を示して，解決のために必要な根拠を満たす説明になっているか

を話し合う活動を積極的に行います。

・実生活の場面での問題を解決する活動を取り入れ，図や表などの与えられた情報から

目的に応じて必要な情報を適切に選択できるようにします。また，関数関係を根拠と

して事柄が成り立つ理由を説明する活動を取り入れます。

・確率の意味の理解に課題があります。多数回の試行を通して，確率の意味を実感を伴

って理解できるようにすることが大切です。試行を多数回行うことで割合が一定の

値に近づいていくことを実感を伴って理解できるように，実験や観察などの算数的活

動を取り入れた授業を行います。

○観察・実験を行う上で必要な基礎的・基本的な技能を身につけること

〇振り子が１往復する時間を変える要因を調べるために適切な条件を制御すること

〇メダカのおすとめすのからだの特徴を理解し，見分けること

○水蒸気とは水が気体になったものであることを理解すること

○星座や星の動きについて，観察記録を基に考察し，分析すること

●実験の予想と結果を関連付けて考えること

●植物の適切な栽培場所を，成長の様子と日当たりを関連付けながら選択すること

●メスシリンダーで一定量の水を測り取る場合に適切な取扱いができること

●再結晶により析出する砂糖の量について分析するために，グラフを基に考察し，その

量を判断すること

小学校理科

成果がみられるところ

課題がみられるところ

今後に向けて
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物の溶け方には規則性があり，

物が水に溶ける量は水の温度や

水の量によって異なることを理解

していることが基本となります。

さらに，析出量を分析するために

グラフを適切に読み取ることで，

ろ過で何ｇの砂糖が析出するのか，

再結晶で何ｇの砂糖が析出するのか

の順番に押さえることが必要と

なります。

２つの実験を組み合わせた問題で

あり，知識を整理し，活用する力が

求められます。

○観察・実験を行う上で必要な基礎的・基本的な知識・技能を活用すること

〇特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそれぞれの質量を計算により

求めること

〇天気図から天気用図記号を読み取り，正確に判断すること

〇人の体内で有機物がどのように分解されるのかを理解すること

○条件を１つだけ変えて行った観察・実験の結果を分析し，解釈すること

●物質名を化学式で表すこと

●別々の試験管にそれぞれ異なった物質を溶かしたとき，それぞれ何を溶かしたもの

であるか，実験結果を分析し，解釈すること

●水の状態変化と関連付けて雲の成因を他者の考察を検討し，改善すること

●科学的用語の意味を的確に捉え，それを基に資料を用いて分析，検討すること

中学校理科

成果がみられるところ

課題がみられるところ
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露点とは何かを理解している

ことが基本となります。

その上で，気温，露点の関係

を整理し，湿度を推論すること

が求められます。

知識として，気温，湿度，露点

の関係を整理できているかが

ポイントとなる問題です。

・「実感を伴った理解」に重点を置いた授業づくりを更に進められるようにします。児童

生徒が観察・実験に対して見通しと結果を関連付けて考察することができるよう に，

一つ一つのポイントを確認しながら授業を進めていきます。

・児童生徒自らが見通し（仮説）を立て，それを検証するための方法を既習学習を基に

計画を立て実施する学習を充実させます。

・観察・実験結果から，自らの考えを分析，検討するための時間を十分に確保するように

するとともに，その内容を全体で共有し，さらに個々の思考を深めることができるよう

にします。

今後に向けて
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2 生活習慣や学習環境に関する調査

毎日朝食をとっている子

毎日同じくらいの時刻に 就寝する子起床する子，

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事についてよく話をする子

小
家で，自分で計画を立てて勉強をしている子

学
家で，学校の授業の復習をしている子

校
一日当たりのテレビゲームに費やす時間が少ない子

難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦している子

人の気持ちが分かる人間になりたいと思っている子

毎日朝食をとっている子

毎日同じくらいの時刻に就寝する子

中
ものごとを最後までやり遂げてうれしかった経験がある子

学
友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができる子

校
家で，学校の宿題をしている子

一日当たりのテレビゲームに費やす時間が少ない子

一日当たりの携帯電話やスマートフォンでの通話やメール，インターネットに

費やす時間が少ない（あるいは携帯電話やスマートフォンを持っていない）子

※太字は小中学校で共通する項目です。

・ 児童生徒の一日当たりの読書時間
・ 休み時間や休日に，図書室や地域の図書館を利用する生徒の割合
・ 児童生徒が家庭で予習や復習をする時間

・ 自分にはよいところがあると思っている児童生徒の割合

児童生徒の学習・生活習慣と学力の関係

このような子供ほど，正答率が高いという結果が出ています。

課題


